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こ
の
度
、
倉
敷
市
民
間
保
育

所
協
議
会
の
会
長
を
前
期
に
引

き
続
き
二
期
目
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
、
み
ち
る
保
育
園
の
中
桐
哲

夫
と
申
し
ま
す
。

私
が
前
期
会
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
二
年
前
は
、

ち
ょ
う
ど
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
に
移
行
し
た
年

で
、
保
育
園
等
事
業
者
側
も
行

政
側
も
手
探
り
状
態
で
混
乱
し

た
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

二
年
が
経
ち
、
制
度
面
は
落
ち

着
い
て
き
た
も
の
の
、
未
だ
に

課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
急

激
な
制
度
の
変
更
は
、
対
応
に

時
間
が
か
か
っ
た
り
、
歪
が
生

じ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
当
協

議
会
と
し
て
も
、
会
員
各
園
の

運
営
の
安
定
化
の
為
に
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
今
年
度
か
ら
は
、
社

会
福
祉
法
人
改
革
が
行
わ
れ
、

社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
が
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
少
子
化
・
高
齢
化
・
人
口

減
少
と
い
う
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
我
が
国
の
中
で
、
社

会
福
祉
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

る
一
方
、
社
会
福
祉
事
業
の
担

う
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
行
う
事
業
者

で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
は
、
健

全
な
運
営
・
管
理
を
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
運
営
の
透

明
性
を
図
り
、
真
に
社
会
福
祉

事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
協
議
会
で
は
、
加
盟
園
の

職
員
の
資
質
・
技
能
の
向
上
の

為
の
研
修
事
業
、
園
の
経
営
安

定
の
為
の
予
算
対
策
事
業
、
資

金
貸
付
事
業
な
ど
を
通
じ
て
社

会
福
祉
事
業
の
充
実
に
貢
献
で

き
る
よ
う
力
を
注
い
で
お
り
ま

す
。さ

て
、
待
機
児
童
対
策
が
以

前
か
ら
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
倉
敷
市
に
お
き
ま
し
て

も
今
年
度
当
初
時
点
で
百
名
を

超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
入
所
で

き
ず
に
い
ま
す
。
特
に
市
内
中

心
部
に
多
く
、
対
策
が
追
い
付

か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
と

思
い
ま
す
。
来
年
度
に
は
市
内

に
新
園
が
二
園
開
園
予
定
で
、

定
員
増
を
行
う
園
と
合
わ
せ
て

二
百
名
弱
の
定
員
が
増
え
る
見

込
み
で
す
が
、
昨
今
の
保
育
需

要
の
増
加
を
考
え
る
と
、
ま
だ

十
分
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
出
生
率
の
低
下
に
よ

り
子
ど
も
の
数
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
国
の
進
め
て
い
る

働
き
方
改
革
に
伴
い
、
子
育
て

中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
仕
事

と
両
立
す
る
た
め
に
保
育
所
や

認
定
こ
ど
も
園
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
大
都
市
に
人
口
が
集

中
し
て
い
る
た
め
に
保
育
需
要

が
高
ま
り
、
保
育
所
等
の
新
設

が
相
次
い
で
お
り
、
地
方
の
保

育
士
養
成
校
を
卒
業
し
た
若
者

が
都
市
部
に
流
れ
る
傾
向
が
強

ま
っ
て
、
全
国
的
に
保
育
士
が

不
足
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。倉

敷
市
内
の
保
育
所
や
認
定

こ
ど
も
園
に
お
い
て
も
、
人
材

の
確
保
と
い
う
こ
と
が
一
番
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の

政
策
に
よ
り
、
保
育
士
等
職
員

の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
て
き
て

お
り
、
他
業
種
よ
り
低
い
と
言

わ
れ
て
い
る
保
育
士
の
賃
金
水

準
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
通
常
の
保
育

以
外
に
、
気
に
な
る
子
ど
も
へ

の
対
応
、
安
全
対
策
、
保
護
者

対
応
等
保
育
士
に
求
め
ら
れ
る

仕
事
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
き
て
お
り
、
保
育
士
資
格
を

持
っ
た
人
で
も
他
の
業
種
に
就

職
し
た
り
、
都
市
部
に
流
れ
た

り
し
て
良
い
人
材
の
確
保
が
難

し
い
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。

当
協
議
会
で
も
、
市
と
協
力

し
て
「
倉
敷
市
民
間
保
育
所
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
て
、
保

育
士
志
望
の
学
生
や
既
卒
者
に

倉
敷
市
内
の
保
育
所
や
認
定
こ

ど
も
園
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
設
け
た
り
、
就
職
希

望
者
の
登
録
等
を
行
っ
た
り
し

て
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

人
材
確
保
が
厳
し
い
状
況
は
な

か
な
か
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。保

育
の
質
を
下
げ
る
こ
と
な

く
待
機
児
童
を
解
消
し
て
い
く

た
め
に
は
、
人
材
確
保
と
人
材

育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
協

議
会
で
は
、
倉
敷
の
子
ど
も
た

ち
を
安
心
し
て
預
け
て
い
た
だ

け
る
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

と
な
る
よ
う
力
を
合
わ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

保
育
士
を
目
指
し
て
い
る
皆

様
、
資
格
を
眠
ら
せ
て
い
る
皆

様
、
ど
う
ぞ
倉
敷
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
子
育
て
家
庭
の

た
め
に
一
緒
に
保
育
に
携
わ
り

ま
せ
ん
か
。

「
保
育
を
取
り
巻
く
課
題
」

「
保
育
を
取
り
巻
く
課
題
」
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こ
の
度
、
平
成
二
十
九
年
春
の
叙

勲
に
お
か
れ
ま
し
て
、
社
会
福
祉
法

人
く
す
の
木
福
祉
会

　中
山
保
育
園

（
倉
敷
市
児
島
小
川
）
園
長

　伊
藤
千

鶴
子
先
生
が
、「
瑞
宝
双
光
章
」
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
十
一
日
（
金
）、
倉
敷

ロ
イ
ヤ
ル
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、

公
益
社
団
法
人
倉
敷
市
民
間
保
育
所

協
議
会
主
催
に
よ
り
会
員
一
同
が
集

い
、
倉
敷
市
長

　伊
東
香
織
様
も
ご

臨
席
く
だ
さ
り
、
荘
厳
な
中
に
も
心

温
ま
る
和
や
か
な
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

伊
藤
先
生
は
、
山
口
県
内
の
保
育

園
や
倉
敷
市
内
の
保
育
園
で
の
勤
務

を
経
て
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら

現
在
ま
で
、
中
山
保

育
園
の
園
長
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
半

世
紀
以
上
に
わ
た

り
、
乳
幼
児
保
育
一

筋
に
邁
進
さ
れ
た
伊

藤
先
生
の
保
育
界
に

お
け
る
貢
献
度
は
、

計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

「
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
う
時
間
が
何

よ
り
の
喜
び
だ
か
ら
」
と
語
ら
れ
る

笑
顔
は
神
々
し
く
、
ま
た
、
普
段
か

ら
お
洒
落
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
伊
藤
先

生
は
、
女
性
と
し
て
も
憧
れ
る
存
在

で
す
。

倉
敷
市
の
公
立
・
民
間
保
育
園
で

組
織
さ
れ
る
「
倉
敷
市
保
育
協
議
会
」

で
は
、
女
性
と
し
て
初
の
会
長
に
就

任
さ
れ
る
な
ど
、
倉
敷
市
、
岡
山
県
、

さ
ら
に
は
全
国
組
織
の
保
育
団
体
の

要
職
を
多
数
歴
任
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
度
の
栄
誉
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
健
康
に

ご
留
意
さ
れ
、
倉
敷
市
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
祈
念
し
、
私
共
保
育
関
係
者
に

ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「伊藤千鶴子先生
  瑞宝双光章 
  受章 祝賀会」

ちまた
我
が
園
で
は
、
新
年
度
の
始
め
に
ク
ラ
ス
懇
談
会
を
開
い
て

い
る
。
こ
こ
最
近
は
、
お
父
さ
ん
の
参
加
も
増
え
、
ク
ラ
ス
に

二
〜
三
人
は
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
一
人
の

お
父
さ
ん
が
「
休
み
の
日
に
、
僕
が
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る

か
ら
実
家
に
で
も
行
っ
て
お
い
で
。
と
妻
に
言
う
が
、
僕
の
こ

と
を
信
用
し
て
い
な
い
の
か
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。」
と
嘆
い

て
お
ら
れ
た
。
な
ん
と
素
敵
な
ご
主
人
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

信
用
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
お
母
さ
ん
は
そ
の
言
葉
を
掛

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
心
が
軽
く
な
り
、
別
に
実
家
に
行
か
な

く
て
も
頑
張
れ
る
ん
で
す
よ
。
と
思
っ
た
も
の
だ
。

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
の
調
査
で
、
子
育
て
に
大

き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
全
体
の
三
分
の
二
も
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
具
体
的
に
悩
み
を
聞
く
と
言
葉
の
問
題
、

生
活
習
慣
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
悩
ん
で
い
る
。
ま

た
、
仕
事
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
は

自
分
の
時
間
が
持
て
な
い
、
子
ど
も
と
触

れ
合
う
時
間
が
と
れ
な
い
と
悩
ん
で
い
る

人
も
い
る
。
お
父
さ
ん
た
ち
の
育
児
参
加

に
つ
い
て
も
聞
く
と
、
お
父
さ
ん
が
育
児

参
加
す
る
よ
り
も
育
児
の
悩
み
を
聞
い
て

く
れ
る
、
思
い
を
共
有
し
て
く
れ
る
な
ど

夫
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
と
答
え
た
お
母
さ
ん
の
方
が

「
子
育
て
に
悩
み
は
あ
る
け
れ
ど
楽
し
い
」

と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
お
父
さ
ん
が
忙
し
く
て
育
児
に
参

加
で
き
な
く
て
も
お
互
い
が
理
解
し
あ
え
て
い
る
と
お
母
さ
ん

の
育
児
ス
ト
レ
ス
は
軽
く
な
る
の
だ
。
夫
婦
の
関
係
に
満
足
す

る
こ
と
で
お
母
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
と
を
心
か
ら
可
愛
い
と
思

え
優
し
く
で
き
る
。「
子
育
て
大
変
だ
ね
。」「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
。」
こ
の
ね
ぎ
ら
い
の
一
言
で
子
育
て
力
も
ア
ッ
プ
す
る

に
ち
が
い
な
い
。
世
の
お
母
さ
ん
方
が
幸
せ
で
い
る
こ
と
が
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
一
番
幸
せ
な
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
す
く
す
く
子
育
て

家
族
が
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

新任園長先生の紹介

●
園
長
研
修
会

●
諸
会
議
の
連
絡
調
整

●
倉
敷
市
民
間
保
育
所
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
開
催

　
P
A
R
T
I
平
成
29
年
６
月
17
日
㈯ 

　
P
A
R
T
II 

平
成
29
年
11
月
4
日
㈯ 

 

水
島
愛
あ
い
サ
ロ
ン

●
予
備
保
育
士
制
度
、
看
護
師
配
置

補
助
の
充
実

●
予
備
調
理
員
補
助
制
度
の
導
入

●
保
育
士
等
職
員
確
保
対
策
及
び
保

育
所
職
員
の
就
労
支
援
の
充
実

●
耐
震
補
強
工
事
及
び
老
朽
化
施
設

の
建
替
工
事
に
対
す
る
補
助

平
成
29
・
30
年
度   

新
役
員 

と

　
　
　
　
　
　
　平
成
29
年
度 

事
業
計
画

平
成
29
・
30
年
度   

新
役
員 

と

　
　
　
　
　
　
　平
成
29
年
度 

事
業
計
画

平
成
29
・
30
年
度   

新
役
員 

と

　
　
　
　
　
　
　平
成
29
年
度 

事
業
計
画

平
成
29
・
30
年
度   

新
役
員 

と

　
　
　
　
　
　
　平
成
29
年
度 

事
業
計
画

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

新
役
員

新
役
員

予
算
対
策
委
員
会

予
算
対
策
委
員
会

●
給
料
表
改
訂
の
検
討

●
保
育
園
管
理
規
程
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
一
部
改
正
の
検
討

●
就
業
規
則
の
一
部
改
正
の
検
討

●
人
形
劇
公
演

　
日
時 

平
成
29
年
7
月
12
日
㈬

 
 

１
回
目 

10
時
〜
11
時
40
分

 
 

２
回
目 

13
時
〜
14
時
40
分

 
 

平
成
29
年
7
月
13
日
㈭

 
 

３
回
目 

10
時
〜
11
時
40
分

　
会
場 

倉
敷
市
民
会
館

　
内
容 

劇
団
銀
河
鉄
道
の

ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

 
 

　『
つ
る
の
お
ん
が
え
し
』

 
 

　『
な
し
と
り
き
ょ
う
だ
い
』

●
主
任
保
育
士
研
修
会

 

・
第
1
回
目
　
平
成
29
年
９
月
14
日
㈭

 

・
第
2
回
目
　
平
成
29
年
12
月
5
日
㈫

●
乳
児
保
育
研
修
会

 

・
第
1
回
目
　
平
成
29
年
8
月
18
日
㈮

 

・
第
2
回
目
　
平
成
29
年
10
月
13
日
㈮

●
機
関
紙
「
ふ
れ
あ
い
」
発
行

　
９
月  

第
82
号

（
保
育
園
利
用
者・会
員・一般
向
） 

　
３
月  
第
83
号

（
保
育
園
利
用
者・会
員・一般
向
） 

●
民
保
協
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
す
こ
や
か

な
育
ち
を
」
及
び
「
く
ら
し
き
子
育

て
相
談
の
ご
案
内
」
の
修
正
、
発
行

●
民
保
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正
及
び

子
育
て
家
庭
へ
の
情
報
発
信

●
特
別
な
問
題
へ
の
対
応

事
業
委
員
会

事
業
委
員
会

広
報
委
員
会
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）
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か
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育
園
）

事
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佐
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玲
子 （
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園
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）
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子 （
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）

監
　
　
　
事 
梶
川
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若
杉
保
育
園
）

遍照保育園
大原　正裕先生

子どもたちが主
体的に遊び、学び、
子どもにも保育者
にも笑顔がたくさ
んの保育園になる

よう努力してまいりたいと思います。
よろしくお願い致します。

第三福田保育園
磯崎三貴子先生

平成29年度よ
り公設民営とな
り、弘恵保育園か
ら転任してまいり
ました。公立と法

人両方の良い保育をうまく取り入れな
がら、子どもたち一人ひとりに、多く
の楽しい経験をさせてあげたいと思っ
ています。ご指導のほどよろしくお願
いいたします。

しおかぜ認定こども園
大山　厚信先生

しおかぜは認定
こども園になって
二年が経ちました。
子どもたちは夏の
暑さにも負けず毎

日元気いっぱいです。4 月から山口園
長の後を引き継ぎました。子どもたち
一人ひとりの思いと保護者の方々の願
いを大切に、地域に愛されるこども園
として頑張って参ります。



保育園・認定こども園では・・・保育園・認定こども園では・・・
　困った行動に対してもその子に応じた対応（声掛けや援助）で子ども自身が落ち着
けたり、やり方を覚えたりできます。基本、気になる子に“わかりやすい関わり”をす
ることは、クラス全員の子どもたちにもわかりやすい対応になります。集団生活の中で、
「みんな違ってみんないい」と個々を認め合う事でクラス全体の育ちにつながります。

「子どもの力を信じて・・・」
～生活に関わる全ての人が支援の担い手です～
「子どもの力を信じて・・・」

～生活に関わる全ての人が支援の担い手です～　日々の子育ての中で子どもへの関わりがむずかしいと思ったり、家ではあまり困る
と感じることはないけれど、集団生活の中で本人が困っている様子があると園の先
生から声を掛けられた。

　先日新聞に、児童精神科医の佐々木正美さんが亡くなられたという記事がありました。佐々木正美さん
は、障がいを欠点ではなく個性だと捉え、様々な場面で発達障がいの支援に尽力されたそうです。「障がい
は欠点ではなく個性」という言葉は支援を必要とするお子さんの保護者にとって、何か救われた感覚、安
堵感を与えてくれる優しい言葉ですね。
　わが国の障がい福祉施策の基本的な考え方として、「障がいの有無に関わらず、誰もが当たり前に、地
域で生活できる社会の実現」というものがあります。障がいのある人たちが身近に生活し、当たり前のよう
に顔を合わせるようになり、「障がい」という言葉も広く一般的なものになってきています。日々の生活の
中で、特に子育ての中で「落ち着きがない」「うちの子ってなんだか育てにくいな」など「もしかして・・・障
がい・・・」と不安に思うこともあると思います。
　でも、そんなにネガティブに考え込んでしまうことはないと思います。だって「障がいは欠点ではなく個
性」なんですから。
　時として「特別な支援が必要」なんて言われることもあるかもしれませんが、決してその子を否定するも
のでもないですし、今の社会の仕組みの中で生きていくことが出来ないわけでもないんです。特別な支援
を受けることによって「障がいがなくなる」とか「本人の成長とは関係なく出来なかったことが出来るよう
になる」なんてミラクルが起きることはありませんが、「特別」というよりも、「適切な支援」を受けることで
その子はその子らしく、立派な自立した大人になることが出来ると信じています。
　適切な支援・・・おそらく、その子自身が持っている成長する力を最大限発揮するために必要な支援なん
だと思います。専門的な視点からアプローチする「療育」と呼ばれる福祉サービスもそうですし、たくさん
の子どもたちと一緒に過ごす保育園の活動もそうだと思います。その子の生活すべてが支援の場であり、
その子の生活に関わるすべての人が支援の担い手ではないでしょうか。
　中でも、お父さん、お母さんがお子さんにとって一番の理解者であり一番の支援者であるべきだと思い
ます。そうなるために専門的な知識や特別な力は必要ありません。その子をその子として受け止め、ごくご
く一般的な子育ての中で、お子さんに沢山の愛情を注ぎ、お子さんの力を信じて成長を願い見守ることが
大事だと思います。
　ゆめぱるでは、発達が気になるお子さんの保護者を対象に、さまざまな相談を受けさせていただいてい
ます。特に「保護者の気持ちに寄りそう」ことを大切にし我が子を思う保護者の気持ちを応援していきたい
と考えています。お父さん、お母さんだけで抱え込むことなく、ゆめぱるも仲間に入れて頂いて、一緒に悩
み、お子さんのことを考えさせて頂きたいと思います。

　子どもの見方を「リフレーミング」してみましょう。リフレーミングとは、出来ないところに着眼するのではなく、
出来ていることにまなざしを向ける事です。抽象的な言葉（ちゃんとする。ふざけない。お利口にする。頑張る等）
はわかりづらいため、「具体的に」「丁寧に」「わかりやすく」「見通しがもてる」言葉かけをしましょう。

どうしていいかわからないというお父さんとお母さんはいませんか？
そういえば・・・と、ふと頭をよぎる姿が・・・。

何回言われたらわかるの
ほら、ちゃんとすわって
そうじゃないでしょう
まだ、できないの？
なんで勝手にするの？

〇〇します。〇〇しようね。
背筋を伸ばして足は床にペタン、だよ。
〇〇に気をつけるともっとうまくいくよ。
こうすると出来るよ。～までにやってみよう。
始めたい気持ちはわかるけど、待っててね。

「よかったね」「やるなー」
「たすかるわ」「やったね」
「さすが」

褒める言葉
「だいじょうぶ」「心配ないよ」
「やってみよう」「待ってるよ」
「また次がんばろうね」

「チクっと言葉」 でなく子どもが元気になれる 「ふわっと言葉」 をしっかり掛けていきましょう。

励ます言葉

声掛けリフレーミング

～こんな姿はないですか？～

リフレーミングする
➡
➡
➡
➡
➡

倉敷市総合療育相談センター ゆめぱる　　所長　山田　貴浩

一人で悩まないで・・・まずは相談を・・・

どうかかわって
よいのかわからない 何か気になる・・・

★倉敷市総合療育相談センター　
　ゆめぱる（くらしき健康福祉プラザ内）☎086-434-9882
★市役所（保育・幼稚園課）・支所（保健推進室）
★保健所など

相談機関

保育園に通いながら療育機関に通うことが出来ます。

他人への関心が
乏しく、よく一人で
遊んでいる。

視線があわない。

落ち着きがなく衝動
的に動いてしまう。

人の気持ちを理解す
るのが苦手。

話し言葉が遅れる。
オウム返しが多い。
会話が苦手。

気持ちの切り替えが
できない。

集団行動が苦手。

日課や習慣などの
変更に弱い。

光や音や匂いに過剰
に反応したり、過敏
だったりする。

人の話を聞かず、興味
のあることのみ話す。

表情が乏しい。

指示が理解できない。

何度も同じ間違いをする。

呼びかけに答えず、
黙々と遊んでいる。

こだわりが強い。

カタログ的な情報を
好み、大量に暗記し
たりする。

ふわっと言葉

（参考文献「発達が気になる子の子育てリフレーミング」　阿部俊彦著　中央出版）

大人から子どもへ ～元気にする言葉～
チクっと言葉 

みんなの意見を聞いたり、支え合いながら子どもと一緒に成長していきましょう。


